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は
じ
め
に

　
『
文
館
詞
林
』
は
唐
の
許
敬
宗
等
が
勅
命
を
奉
じ
て
顕
慶
三
年
（
六
五
八
）

に
編
纂
し
た
詩
文
集
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
千
巻
と
い
う
大
部
な
総
集
で

あ
っ
た
が
た
め
に
、
中
国
で
は
早
く
に
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
。
日
本
で
は
、

『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
「
文
館
詞
林
千
」
と
あ
り
、
一
千
巻
揃
い
で

伝
来
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
幸
い
に
し
て
、
弘
仁
十
四
年
に
校
書
殿

で
書
写
さ
れ
た
写
本
の
一
部
が
原
本
あ
る
い
は
そ
の
模
抄
本
と
な
っ
て
現

在
ま
で
伝
存
し
て
い
る
が
、
こ
の
弘
仁
抄
本
は
平
安
時
代
末
期
に
は
分
断

さ
れ
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。
そ
し
て
順
序
バ
ラ
バ
ラ
に
綴
合
さ
れ
、
紙
背

は
釈
千
観
撰
『
法
華
三
宗
相
対
抄
』（
以
下
、『
相
対
抄
』）
の
書
写
に
用

い
ら
れ
た
。
さ
ら
に
そ
の
『
相
対
抄
』
も
分
散
し
た
た
め
に
、『
文
館
詞
林
』

の
復
元
は
容
易
で
は
な
い
。
現
に
、
江
戸
時
代
後
期
ご
ろ
よ
り
、
学
者
や

好
古
家
が
精
力
的
に
こ
れ
を
蒐
集
し
、
復
元
に
励
ん
だ
が
、
現
在
ま
で
に

原
本
あ
る
い
は
模
抄
本
で
確
認
さ
れ
る
残
簡
は
、
全
体
一
千
巻
に
比
し
て

わ
ず
か
で
あ
る（

１
）。

　

こ
の
う
ち
、
天
理
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
断
簡
（
九
二
〇
・
八
─

イ

五
、
以
下
「
天
理
断
簡
」）
は
、
兵
庫
の
豪
商
・
吉
田
家
が
古
文
書
を
蒐

集
し
た
「
聆
濤
閣
帖
」
の
一
部
を
成
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
大
阪
の
蒐
集

家
の
手
か
ら
弘
文
荘
を
介
し
て
天
理
大
学
附
属
図
書
館
に
入
っ
た（

２
）。
縱
二

十
七
・
四
糎
、
横
五
十
七
糎
の
黄
麻
紙
一
葉
で
、
墨
界
高
二
十
・
四
糎
、

『
文
館
詞
林
』
巻
四
五
五
残
簡
再
考

―
天
理
断
簡
・
香
果
遺
珍
本
・
大
喜
多
本
か
ら

矢
島　

明
希
子



─ 248 ─

幅
二
・
四
糎
、
二
十
四
行
を
存
す
る
弘
仁
抄
本
原
本
の
一
部
で
あ
り
、
紙

背
に
は
『
相
対
抄
』
巻
六
の
末
尾
に
近
い
三
十
三
行
分
が
書
写
さ
れ
て
い

る
。『
文
館
詞
林
』
側
の
巻
次
や
題
目
な
ど
は
不
明
で
あ
っ
た
が
、
阿
部

隆
一
氏
が
「
文
館
詞
林
考
」（『
影
弘
仁
本
文
館
詞
林
』
古
典
研
究
会
、
一

九
六
九
）
に
お
い
て
、
こ
れ
と
同
じ
内
容
が
竹
苞
楼
主
人
・
佐
々
木
春
行

の
『
古
籍
鑑
定
書
目
』
の
「
同
四
百
五
十
五　

碑
丗
五　

将
軍
五
」
と
あ

る
後
に
臨
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
巻
四
五
五
の
一
部
と
推
定
し
、

四
行
目
に
「
見
称
於
張
氏
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
張
氏
の
碑
銘
で
は

な
い
か
と
推
測
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
碑
銘
の
主
に
つ
い
て
は
尾
崎

康
氏
が
「
文
館
詞
林
巻
四
百
五
十
五
残
簡
に
つ
い
て
」（『
書
誌
学
』
復
刊

第
十
六
号
、
一
九
六
九
）
お
よ
び
「
天
理
図
書
館
蔵
文
館
詞
林
断
簡
を
め

ぐ
っ
て
」（『
ビ
ブ
リ
ア
』
第
四
十
四
号
、
一
九
七
〇
年
）
に
お
い
て
安
修

仁
碑
銘
と
訂
正
さ
れ
た
。

　

そ
の
巻
四
五
五
に
つ
い
て
、
近
頃
慶
應
義
塾
図
書
館
所
蔵
の
橋
本
経
亮

（
一
七
五
五
─

一
八
〇
五
）
の
蒐
集
品
「
香
果
遺
珍
」
が
整
理
さ
れ
た
際

に
新
た
な
発
見
が
あ
っ
た
。
こ
の
中
の
『
文
館
詞
林
』
の
模
抄
類
に
巻
四

五
五
首
の
模
抄
断
簡
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
（
一
三
三
Ｘ
＠
一
六
〇

＠
九
三
八
）。
こ
の
模
抄
類
は
、
二
〇
二
一
年
第
三
十
三
回
慶
應
義
塾
図

書
館
貴
重
書
展
示
会
「
蒐
め
ら
れ
た
古
―
江
戸
の
日
本
学
―
」
に
お
い
て

展
示
が
行
わ
れ
、
筆
者
は
そ
の
展
示
図
録
（
以
下
、「
図
録
」）
お
よ
び
『
斯

道
文
庫
論
集
』
第
五
十
六
輯
に
掲
載
し
た
解
題
（
以
下
「
解
題
」）
で
香

果
遺
珍
本
を
全
く
未
知
の
佚
文
と
し
て
紹
介
し
た（

３
）。
し
か
し
そ
の
後
、
斯

道
文
庫
所
蔵
の
『
文
館
詞
林
』
関
係
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
昭
和
四
十
九
年
六
月
に
撮
影
さ
れ
た
大
喜
多
勘
学
氏
所
蔵
の
〔
江

戸
後
期
〕
模
抄
本
（
マ
Ａ
九
〇
七
Ｂ
）
に
も
香
果
遺
珍
断
簡
と
同
じ
巻
四

五
五
の
巻
首
一
張
分
を
見
出
し
た
の
で
あ
る（

４
）。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
香
果
遺
珍
本
の
内
容
が
今
ま
で
全
く
未
知
で
あ
っ
た

と
い
う
解
説
は
訂
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
大
喜
多
本
は
尾

崎
氏
の
諸
論
考
が
発
表
さ
れ
た
後
に
調
査
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
加

え
て
検
討
さ
れ
た
論
考
は
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。
こ
れ
も
ま
た
、
巷
間

に
は
知
ら
れ
ず
息
を
潜
め
て
い
た
資
料
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
、
香
果
遺

珍
本
お
よ
び
大
喜
多
本
を
踏
ま
え
て
、
改
め
て
天
理
断
簡
の
内
容
と
伝
来

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

一
、
香
果
遺
珍
本

（
一
）
巻
四
五
五
冒
頭
の
内
容
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香
果
遺
珍
本
に
つ
い
て
は
「
解
題
」
で
す
で
に
述
べ
た
が
、
検
討
の
筋

道
を
立
て
る
た
め
、
改
め
て
よ
り
詳
細
に
香
果
遺
珍
本
か
ら
天
理
断
簡
の

内
容
を
問
い
た
い
。
そ
の
後
、
大
喜
多
本
と
合
わ
せ
て
伝
来
に
つ
い
て
検

討
す
る
。

　

香
果
遺
珍
本
『
文
館
詞
林
』
は
、
次
の
模
抄
群
か
ら
な
る
。
巻
四
五
五

以
外
の
詳
細
は
「
解
題
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

巻
一
五
八　

巻
首
部
分　

全
一
葉

巻
三
四
八　

馬
融
「
上
林
頌
」
末
尾
七
行
か
ら
続
く
「
広
成
頌
」
冒

　
　
　
　
　

頭
六
行
分　

全
二
葉

巻
四
五
五　

巻
首
部
分　

全
一
葉

巻
五
〇
七　

巻
末
部
分　

全
二
葉

巻
六
六
二　

巻
首
よ
り
「
後
周
武
帝
拔
北
齊
詔
二
首
」
第
三
〇
行
ま

で　

全
五
葉
（
甲
）

本
巻
は
こ
の
他
に
巻
首
部
分
一
葉
の
模
抄
が
二
部（
乙
・

丙
）
重
複

巻
六
九
五　

巻
首
部
分　

全
一
葉

『
相
対
抄
』	

巻
六
末
尾　

全
二
葉
（
ほ
ぼ
同
内
容
が
二
部
）

　

筆
跡
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
が
、
巻
一
五
八
・
四
五
五
・
六
六
八
乙
は
同
筆

と
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
う
ち
、
巻
四
五
五
断
簡
は
紙
面
高
二
七
・
六
糎
、
幅
六
一
・
四
糎
、

楮
紙
三
紙
を
継
い
で
お
り
、
字
面
高
約
二
〇
・
二
糎
、
二
十
二
行
か
ら
な

る
。「
此
分
所
在
不
明
分
」
と
墨
書
さ
れ
た
包
紙
が
つ
く
。
本
文
は
簡
略

な
書
き
ぶ
り
で
、
弘
仁
抄
本
の
字
様
ま
で
を
模
抄
す
る
も
の
で
は
な
い
。

そ
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
大
喜
多
本
も
同
内
容
で
あ
り
、
異
同
が

あ
る
場
合
は
注
記
し
た（

５
））。

1　
　

文
館
詞
林
巻
第
四
百
五
十
五　
　
　
　

碑
卅
五
百
官
廿
五

2　
　
中
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
奉（
６
）　

勅
撰

3　
　

将
軍
五

4　
　

岑
文
本
冠
軍
大
将
軍
安
興
貴
碑
銘
一
首
并
序

5　
　
　

右
驍
衛
将
軍
安
脩
仁
碑
銘
一
首　
并
序

6　
　
　

鎮
軍
大
将
軍
叚
志
□
（「
玄
」
と
傍
記
）
碑
銘
一
首　
并
序

7　
　
　

校
尉

8　
　
　

西
晉
傅
咸
城
門
校
尉
蒯
欽
碑
銘
一
首
并
序

9　
　
　

西
晉
陸
機
吴
楊
武
校
尉
盛
暹
碑
銘
一
首
并
序

10　
　

 
梁
任
昉
南
齊
歩
兵
校
尉
劉
瓛
碑
銘
一
首
并
序

11
将
軍
五

12
冠
軍
大
将
軍
安
興
貴
碑
銘
一
首
并
序
岑
文
本
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13
夫
忠
也
孝
也
人
倫
之
高
行
富
也

14
貴
也
有
生
之
所
欲
是
以
禮
陳
閠

15
屋
書
美
班
縮瑢
（「
瑞
」
と
傍
記
）
家

（
７
）

積
千
金
擊
鍾
𣂰

16
於
都
邑
門
稱
万
石
紆
青
紫
於
廓

17
廟
然
而
誠
亮
草
昧
功
勒
旗
常
歌

18
堂
舞
館
則
瞻
焉
爰
止
米
輪
華
轂

19
則
躍
馬
疾
驅
鍾
積
慶
於
嘉
運
苞

20
具
美
於
前
烈
斯
固
卜
商
謂
之
在

21
天
陸
景
以
為
遭（

８
）遇
者
矣
公
諱
興

22
貴
字
某
武
威
姑
臧
人
安
息
王
之

	　

こ
れ
ま
で
、
巻
四
五
五
の
収
録
内
容
に
つ
い
て
は
先
に
挙
げ
た
佐
々
木

春
行
『
古
籍
鑑
定
書
目
』
の
他
、
江
戸
時
代
後
期
の
尾
崎
雅
嘉
『
群
書
一

覧
別
録
』（
以
下
『
別
録
』
と
略
称
す
）
巻
五
に
、

第
四
百
五
十
五　

碑
卅
五　

百
官
廿
五

　
　

將
軍
五

　

右
驍
騎
將
軍
安
修
仁
碑
銘
一
首
并
序　

凡
七
條

と
、
著
録
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
香
果
遺
珍
本
の
出
現

に
よ
っ
て
『
別
録
』
が
挙
げ
る
安
修
仁
碑
銘
は
巻
四
五
五
の
第
二
首
に
当

た
り
、
将
軍
の
碑
銘
が
三
首
、
校
尉
の
碑
銘
が
三
首
、
計
六
首
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

（
二
）
安
興
貴

　

巻
頭
第
一
首
「
冠
軍
大
将
軍
安
興
貴
碑
銘
」
の
安
興
貴
は
、
武
威
の
ソ

グ
ド
系
有
力
氏
族
出
身
で
、
第
二
首
の
安
修
仁
は
そ
の
弟
に
当
た
る
。
安

氏
兄
弟
は
唐
初
の
功
臣
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
伝
記
資
料
は
そ
れ
ほ

ど
多
く
な
い
。
そ
の
た
め
、
事
績
を
辿
ろ
う
と
す
る
と
『
旧
唐
書
』・『
新

唐
書
』
や
『
元
和
姓
纂
』
等
の
史
書
に
散
見
す
る
断
片
的
な
記
事
や
子
孫

の
墓
誌
・
碑
銘
等
に
拠
る
他
な
い（

９
）。

　

そ
の
中
で
も
『
旧
唐
書
』
李
軌
列
伝
に
比
較
的
ま
と
ま
っ
て
登
場
す
る

の
で
、
そ
こ
か
ら
安
氏
兄
弟
に
関
係
す
る
部
分
を
以
下
に
抜
粋
す
る
。

李
軌
字
處
則
、
武
威
姑
臧
人
也
。
有
機
辯
、
頗
窺
書
籍
、
家
富
於
財
、

賑
窮
濟
乏
、
人
亦
稱
之
。
大
業
末
、
爲
鷹
揚
府
司
馬
。
時
薛
舉
作
亂

於
金
城
、
軌
與
同
郡
曹
珍
・
關
謹
・
梁
碩
・
李
贇
・
安
修
仁
等
謀
曰

…
…
軌
令
修
仁
夜
率
諸
胡
入
内
苑
城
、
建
旗
大
呼
、
軌
於
郭
下
聚
眾
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應
之
、
執
縛
隋
虎
賁
郎
將
謝
統
師
・
郡
丞
韋
士
政
。
軌
自
稱
河
西
大

涼
王
…
…
初
、
安
修
仁
之
兄
興
貴
先
在
長
安
、
表
請
詣
涼
州
招
慰
軌
。

高
祖
謂
曰
、
李
軌
據
河
西
之
地
、
連
好
吐
谷
渾
、
結
援
於
突
厥
、
興

兵
討
擊
、
尚
以
爲
難
、
豈
單
使
所
能
致
也
。
興
貴
對
曰
、
李
軌
凶
強
、

誠
如
聖
旨
。
…
…
興
貴
知
軌
不
可
動
、
乃
與
修
仁
等
潛
謀
引
諸
胡
眾

起
兵
圖
軌
、
將
圍
其
城
、
軌
率
歩
騎
千
餘
出
城
拒
戰
。
…
…
道
宜
率

所
部
共
修
仁
擊
軌
、
軌
敗
入
城
…
…
興
貴
宣
言
曰
、
大
唐
使
我
來
殺

李
軌
、
不
從
者
誅
及
三
族
。
於
是
緖
城
老
幼
皆
出
詣
修
仁
。
…
…
軌

尋
伏
誅
、
自
起
至
滅
三
載
、
河
西
悉
平
。
詔
授
興
貴
右
武
候
大
將
軍
・

上
柱
國
、
封
涼
國
公
、
食
實
封
六
百
戸
、
賜
帛
萬
段
。
修
仁
左
武
候

大
將
軍
、
封
申
國
公
、
并
給
田
宅
、
食
實
封
六
百
戸
。

安
氏
兄
弟
と
同
じ
く
武
威
の
ソ
グ
ド
系
有
力
者
で
あ
る
李
軌
が
、
隋

末
の
動
乱
期
に
安
修
仁
等
を
率
い
て
河
西
を
落
と
し
、大
涼
王
を
称
し
た
。

そ
の
時
長
安
に
い
た
安
興
貴
は
、
や
は
り
河
西
を
平
定
せ
ん
と
す
る
唐
の

高
祖
・
李
淵
に
協
力
し
て
涼
州
に
赴
き
、
涼
州
に
い
た
弟
の
修
仁
と
内
通

し
て
李
軌
を
倒
し
た
の
で
あ
る
。
唐
建
国
期
に
お
け
る
河
西
地
方
の
平
定

に
大
き
く
貢
献
し
た
功
績
に
よ
っ
て
、
興
貴
は
右
武
候
大
将
軍
・
上
柱
国

を
賜
り
涼
国
公
に
封
じ
ら
れ
、
弟
の
修
仁
も
左
武
候
大
将
軍
を
賜
り
申
国

公
に
封
じ
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。

こ
の
他
、
安
興
貴
の
子
・
安
元
寿
の
墓
誌
に
は
、

父
興
貴
、
皇
朝
右
驍
衞
將
軍
・
左
武
衞
將
軍
・
冠
軍
將
軍
・
上
柱
國
・

涼
公
、
別
食
綿
・
歸
二
州
、
實
封
六
百
戸
、
克
施
在
封
六
百
戸
、
克

施
在
操
、
匪
躬
成
節
。
以
功
詔
爵
、
爰
頒
錫
壤
之
榮
、
以
德
命
官
、

載
啓
銜
珠
之
秩
。

と
伝
え
ら
れ
、
ま
た
、『
旧
唐
書
』
李
抱
玉
列
伝
に
は
、

李
抱
玉
、
武
德
功
臣
安
興
貴
之
裔
。
代
居
河
西
、
善
養
名
馬
、
爲
時

所
稱
。
羣
從
兄
弟
、
或
徙
居
京
華
、
習
文
儒
、
與
士
人
通
婚
者
、
稍

染
士
風
。
抱
玉
少
長
西
州
、
好
騎
射
、
常
從
軍
幕
、
沉
毅
有
謀
、
小

心
忠
謹
。…
…
抱
玉
上
言
、「
臣
貫
屬
涼
州
、本
姓
安
氏
、以
祿
山
構
禍
、

恥
與
同
姓
、
去
至
德
二
年
五
月
、
蒙
恩
賜
姓
李
氏
、
今
請
割
貫
屬
京

兆
府
長
安
縣
。」
許
之
、
因
是
舉
宗
並
賜
國
姓
。

と
あ
り
、
安
興
貴
の
子
孫
で
あ
る
李
抱
玉
（
？
─

七
七
七
）
が
功
績
に
よ
っ

て
唐
の
国
姓
で
あ
る
李
姓
を
賜
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
安
興
貴
そ
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の
人
を
主
題
と
し
た
著
作
は
、『
新
唐
書
』
藝
文
志
に
「
顏
師
古
安
興
貴

家
傳
」
と
あ
り
、
顔
師
古
に
よ
る
伝
記
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

こ
れ
も
す
で
に
亡
佚
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、『
文
館
詞
林
』
に
収
録
さ

れ
た
本
碑
銘
は
安
興
貴
自
身
の
事
績
を
伝
え
る
貴
重
な
史
料
と
い
え
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
断
簡
は
そ
の
冒
頭
十
行
の
み
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の

末
尾
か
ら
二
行
目
に
よ
う
や
く
安
興
貴
の
名
が
登
場
し
、
最
末
尾
に
は
「
武

威
姑
蔵
人
、
安
息
王
之
」
と
あ
る
。
安
氏
と
安
息
国
と
の
関
係
は
、『
元

和
姓
纂
』
巻
四
に
、

風
俗
通
、
漢
有
安
成
（
城
）。
廬
山
記
、
安
高
、
安
息
王
子
入
侍
。

姑
臧
涼
州
出
自
安
國
。
漢
代
遣
子
朝
國
、
居
涼
土
。
後
魏
安
難
陁
至

孫
盤
娑
羅
代
居
涼
州
、
爲
薩
寳
。
生
興
貴
。
執
李
軌
送
京
師
、
以
功

拜
右
武
衛
大
將
軍
・
歸
國
公
。

と
あ
り
、
漢
末
に
質
子
と
し
て
入
朝
し
た
安
息
王
の
子
・
安
世
高
を
祖
と

称
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
し
、
呉
玉
貴
氏
の
安
氏
一
族
に
関
す

る
研
究
に
よ
る
と
、
漢
末
か
ら
北
周
の
史
料
に
は
安
息
王
の
後
裔
と
す
る

記
述
は
見
ら
れ
ず
、
唐
初
の
史
料
に
至
っ
て
頻
出
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
唐
初
の
ソ
グ
ド
系
氏
族
の
中
で
そ
の
よ
う
に
称
す
る
こ
と

が
慣
例
と
な
っ
て
い
た
と
い
う（

（1
（

。
ま
た
、
斉
藤
達
也
氏
は
、『
元
和
姓
纂
』

の
記
事
か
ら
姑
臧
（
武
威
）
の
安
氏
は
ブ
ハ
ラ
（
安
国
）
出
身
の
ソ
グ
ド

人
で
あ
り
、
彼
ら
が
安
姓
を
名
乗
り
安
息
国
出
身
と
称
し
た
習
慣
は
、
五

世
紀
後
半
ま
で
遡
る
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
す
る（

（1
（

。
お
そ
ら
く
、
安
興
貴

碑
銘
の
「
安
息
王
之
」
も
、
こ
の
後
に
は
安
興
貴
の
出
自
に
関
す
る
内
容

が
続
く
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

二
、
天
理
断
簡
と
の
関
係
―
尾
崎
論
文
の
再
検
討

　

は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
天
理
断
簡
は
弘
仁
抄
本
の
原
本
で
あ
る
。

も
と
は
兵
庫
の
豪
商
吉
田
家
が
蒐
集
し
た
集
古
帖
「
聆
濤
閣
帖
」
の
一
部

を
成
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
散
じ
て
天
理
大
学
附
属
図
書
館
に
収
め
ら
れ

た
。
こ
の
断
簡
は
紙
背
の
『
相
対
抄
』
や
筆
跡
か
ら
弘
仁
抄
本
の
一
部
と

認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
巻
次
が
不
明
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
尾
崎
康
氏

が
様
々
な
要
因
か
ら
巻
四
五
五
の
安
修
仁
碑
銘
と
推
定
し
た
の
で
あ
る
が
、

や
は
り
断
定
す
る
だ
け
の
根
拠
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
模
抄
本
と

は
い
え
香
果
遺
珍
本
は
明
確
に
『
文
館
詞
林
』
巻
四
五
五
の
第
一
張
部
分

で
あ
る
。
以
下
、「
図
録
」
や
「
解
題
」
と
重
な
る
部
分
も
多
く
あ
る
が
、
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天
理
断
簡
の
安
修
仁
碑
銘
説
を
よ
り
詳
細
に
再
検
討
し
て
み
た
い
。

　

天
理
断
簡
の
内
容
を
以
下
に
示
す（

（1
（

。

1
苗
裔
也
夫
其
構
峯
外
區
方
葱
嶺

2
之
西
跱
導
流
中
土
侔
徳
水
之
東

3
注
故
能
福
禄
攸
降
枝
幹
克
昌
雖

4
金
鈎
表
祥
見
稱
於
張
氏
玉
田
貽

5
祉
着
美
於
陽
族
方
之
蔑
如
也
祖

6
諱
魏
雍
州
薩
寳
父
諱
随
開
府
儀

7
同
三
司
貴
郷
縣
開
國
公
贈
石
州

8
刺
史
或
望
重
河
右
掬
計
然
之
要

9
術
或
聲
馳
海
内
受
司
勲
之
賞
典

10
韓
宣
之
問
孟
獻
未
埒
其
名
荘
辛

11
之
之
對
楚
王
寔
符
其
實
公
感
靈

12
秀
氣
受
教
中
和
蹈
荀
何
之
淳
徳

13
慕
顔
冉
之
淑
行
静
歸
真
道
動
合

14
虛
舟
體
備
柔
弱
憲
白
璧
而
吐
閠

15
心
安
忠
恕
儀
丹
桂
而
楊
芬
是
以

16
金
城
之
右
猶
穎
川
之
仰
叔
度
玉

17
關
之
外
若
衛
人
之
宗
端
木
豈
正

18
輸
財
見
稱
事
髙
於
西
漢
削
契
推

19
重
聲
振
於
東
都
而
巳
哉
随
開
皇

20
中
起
家
為
蜀
王
秀
庫
真
遷
都
督

21
檢
校
儀
同
兵
及
秀
廢
又
為
大
都

22
督
領
本
郷
兵
韜
玉
左
官
徒
悲
卞

23
和
之
寳
絆
驥
下
僚
寧
辯
孫
陽
之

24
駿
譬
猶
淩
寒
之
幹
負
嚴
霜
而
表

　

さ
て
、
上
述
の
香
果
遺
珍
本
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
も
尾
崎
氏
の
説
を
引

用
し
な
が
ら
問
題
を
整
理
し
て
み
よ
う（

（1
（

（
引
用
中
の
番
号
と
傍
線
は
引
用

者
に
よ
る
）。

　

尾
崎
氏
は
『
文
館
詞
林
』
弘
仁
抄
本
の
概
略
を
述
べ
た
後
、
筆
跡
や
紙

背
か
ら
天
理
断
簡
が
巻
四
五
五
に
当
た
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
紙
背
の

『
相
対
抄
』
の
残
存
状
況
か
ら
、

相
対
抄
は
こ
の
断
簡
の
あ
と
、
な
お
叡
山
文
庫
本
で
五
十
五
行
、
文

館
詞
林
紙
背
本
に
し
て
四
十
数
行
が
続
く
か
ら
、
①
一
張
を
天
理
断

簡
と
同
じ
く
三
十
三
行
と
み
れ
ば
、
も
う
二
張
は
あ
っ
た
は
ず
で
あ
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る
。
す
な
わ
ち
、
法
華
三
宗
相
対
抄
巻
六
に
用
い
ら
れ
た
文
館
詞
林

は
、
不
明
断
簡
二
張
、
天
理
断
簡
二
十
四
行
（
一
張
）、
巻
六
六
二

（
尾
欠
）
約
六
百
行
（
約
二
十
張
）、巻
五
〇
七
尾
二
十
七
行
（
二
張
）

と
続
い
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
、
天
理
断
簡
を
含
む
『
相
対
抄
』
巻
六
の
綴
合
を
推
定
し
て
い
る
。
そ

し
て
こ
の
う
ち
は
じ
め
の
不
明
断
簡
二
張
に
つ
い
て
、
一
張
は
巻
一
五
八

の
首
一
張
、
も
う
一
張
を
巻
四
五
五
の
首
一
張
と
見
て
い
る
。

　

次
に
、
天
理
断
簡
の
内
容
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

そ
の
記
事
内
容
は
碑
銘
の
ご
と
く
、
人
名
は
見
え
な
い
が
、
終
わ
り

の
方
に
隋
の
開
皇
中
に
起
家
し
、
蜀
王
秀
（
煬
帝
の
弟
）
に
仕
え
て

都
督
と
な
り
、
儀
同
の
兵
を
検
校
し
、
秀
が
廃
せ
ら
れ
る
と
（
六
〇

〇
年
）
本
郷
の
兵
を
領
し
た
と
あ
っ
て
、
そ
の
後
が
切
れ
て
い
る
か

ら
、
唐
初
の
武
将
の
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。
…
…
父
の
閲
歴
が
玄
宗

に
重
用
さ
れ
た
張
説
の
張
説
之
文
集
（
張
燕
公
集
）
巻
一
六
の
「
河

西
節
度
副
大
使
安
公
碑
銘
并
序
」（
安
忠
敬
碑
〈
引
用
者
注
：
安
興

貴
の
曽
孫
〉）
に
、

曽
祖
羅
方
大
、
隋
開
不
儀
同
三
司
、
皇
朝
贈
石
州
刺
史
貴
郷
公
。

…
…
祖
興
貴
、
右
武
侯
大
将
軍
涼
州
刺
史
。
…
…

と
あ
る
安
羅
方
大
の
も
の
と
一
致
す
る
か
ら
、
文
館
詞
林
の
碑
文
の

主
は
、
②
安
興
貴
か
そ
の
兄
弟
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
安
興
貴
兄
弟
の
事
績
に
つ
い
て
紹
介
し
、
次
に
尾
崎
雅
嘉
『
別

録
』
巻
五
に
記
さ
れ
た
『
文
館
詞
林
』
の
記
録
を
引
用
す
る
。『
別
録
』

に
は
巻
一
五
八
・
四
五
五
・
六
六
二
の
各
巻
頭
一
首
あ
る
い
は
数
首
の
題

目
と
、
巻
五
〇
七
の
末
尾
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
巻
四
五
五
の
部
分

は
「
第
四
百
五
十
五　

碑
卅
五　

百
官
廿
五
／　

將
軍
五
／　

右
驍
騎
將

軍
安
修
仁
碑
銘
一
首
并
序　

凡
七
條
」
と
著
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
先
に

述
べ
た
。

　

そ
し
て
、
そ
れ
に
続
け
て
尾
崎
氏
は
、

③
巻
四
五
五
の
碑
銘
の
右
驍
騎
将
軍
安
修
仁
こ
そ
、
兄
の
安
興
貴
と

隋
末
唐
初
の
河
西
に
活
躍
し
、
張
説
之
文
集
所
載
の
④
安
忠
敬
碑
に

み
え
る
曽
祖
の
安
羅
方
大
と
、
天
理
断
簡
の
父
の
経
歴
と
が
合
致
す

る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
天
理
図
書
館
蔵
の
断
簡
は
、
文
館

詞
林
巻
四
五
五
の
安
修
仁
の
碑
銘
の
一
部
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
る
。
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と
す
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
安
氏
に
つ
い
て
解
説
を
加
え
た
後
、
次
の
よ

う
に
い
う
。

　

再
び
文
館
詞
林
断
簡
の
書
誌
的
な
問
題
に
た
ち
か
え
ろ
う
。

　

以
上
に
述
べ
た
祖
父
の
経
歴
は
断
簡
の
五
行
目
か
ら
、
本
人
の
も

の
は
十
九
行
目
か
ら
書
か
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
は
安
修
仁
碑
銘
の

か
な
り
頭
初
の
部
分
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
群
書
一
覧
別
録
が
四

五
五
と
い
う
巻
次
や
こ
の
題
目
を
明
記
す
る
の
は
、
当
時
こ
の
巻
首

が
存
在
し
た
か
ら
で
あ
る
が
、
こ
の
巻
は
凡
七
首
と
い
う
の
で
あ
る

か
ら
、
首
題
標
目
に
九
な
い
し
十
行
要
し
た
で
あ
ろ
う
。
第
一
張
も

こ
の
断
簡
と
お
な
じ
く
二
十
四
行
で
あ
れ
ば
、
な
お
本
文
十
数
行
を

収
め
う
る
わ
け
で
、⑤
安
修
仁
碑
銘
は
第
一
首
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
碑
銘
の
冒
頭
が
そ
の
部
分
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
⑥
こ
の
断
簡
は
そ
れ
に
続
く
も
の
と
み
な
さ
れ
、
巻
四
五

五
の
第
二
張
で
あ
る
公
算
が
大
き
い
。
す
な
わ
ち
、
寛
政
の
は
じ
め

ご
ろ
に
は
、
巻
四
五
五
の
第
二
張
が
続
い
て
存
し
て
い
た
の
が
、
い

つ
の
間
に
か
剥
脱
し
て
第
一
張
が
失
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
再
び
、
綴
合
の
問
題
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

そ
し
て
も
う
一
度
紙
背
の
法
華
三
宗
相
対
抄
巻
六
に
つ
い
て
み
れ

ば
、
こ
の
断
簡
紙
背
部
分
の
あ
と
に
な
お
二
張
分
を
必
要
と
し
て
い

た
の
で
あ
る
か
ら
、
文
館
詞
林
の
側
に
つ
い
て
い
え
ば
、
巻
四
五
五

の
二
張
の
前
に
、
さ
ら
に
も
う
一
張
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ

で
思
い
う
か
ぶ
の
が
、
群
書
一
覧
別
録
の
文
館
詞
林
に
つ
い
て
の
著

録
の
順
序
で
あ
り
、
そ
の
冒
頭
に
見
え
る
巻
一
五
八
で
あ
る
。
そ
の

巻
一
五
八
の
巻
首
も
、弘
仁
抄
本
は
現
存
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

群
書
一
覧
別
録
に
著
録
さ
れ
、
か
つ
柴
野
栗
山
の
模
写
が
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
栗
山
の
模
写
は
丹
念
な
双
鉤
で
、
主
題
標
目
二

十
二
行
の
み
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
ち
ょ
う
ど
一
張
分
に
相
当
す
る
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
先
に
引
用
し
た
群
書
一
覧
の
著
録
の
順
序
に
注

目
す
れ
ば
、
⑦
ま
ず
こ
の
巻
一
五
八
首
が
あ
り
、
以
下
前
述
の
法
華

三
宗
相
対
抄
巻
六
の
紙
背
の
順
序
の
推
定
そ
の
ま
ま
に
、
巻
四
五
五

首
、
巻
六
六
二
（
尾
欠
）、
巻
五
〇
七
と
続
い
て
い
る
。
相
対
抄
巻

六
の
料
紙
構
成
は
こ
の
よ
う
に
成
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
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尾
崎
氏
が
天
理
断
簡
を
安
修
仁
碑
銘
と
み
た
根
拠
は
、
ま
ず
祖
先
の
経

歴
が
安
興
貴
・
安
修
仁
兄
弟
と
合
致
す
る
こ
と
（
②
）、
内
容
と
紙
背
の

状
況
か
ら
巻
四
五
五
の
巻
首
題
目
に
続
く
第
二
張
、
す
な
わ
ち
第
一
首
の

冒
頭
に
近
い
部
分
に
当
た
る
と
推
定
さ
れ
（
①
⑥
⑦
）、
そ
し
て
『
別
録
』

に
安
修
仁
碑
銘
が
巻
四
五
五
の
第
一
首
の
ご
と
く
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
拠
る
（
③
）。
確
か
に
、『
別
録
』
は
巻
一
五
八
と
巻
六
六
二
で
は
各
巻

の
第
一
首
の
題
目
を
挙
げ
て
い
る
た
め
、
同
様
に
著
録
さ
れ
た
安
修
仁
碑

銘
を
巻
四
五
五
の
第
一
首
目
と
見
る
の
は
自
然
な
こ
と
で
あ
る

（
（1
（

。

　

し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
香
果
遺
珍
本
お
よ
び
後
述
す
る
大
喜
多
本

か
ら
実
際
は
そ
れ
が
兄
の
安
興
貴
碑
銘
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

と
な
る
と
、
天
理
断
簡
の
内
容
特
定
に
つ
い
て
も
考
え
直
さ
ね
ば
な
ら
な

い
。
尾
崎
氏
が
⑥
で
い
う
よ
う
に
、
天
理
断
簡
が
巻
四
五
五
の
第
二
張
で

あ
り
、
第
一
首
の
頭
初
に
相
当
す
る
と
い
う
な
ら
ば
、
天
理
断
簡
は
安
興

貴
碑
銘
の
一
部
に
当
た
り
、
香
果
遺
珍
本
の
後
に
接
続
す
る
と
考
え
る
の

が
妥
当
だ
ろ
う
。

　

香
果
遺
珍
本
は
「
安
息
王
之
」
で
終
わ
り
、
天
理
断
簡
は
「
苗
裔
也
」

で
始
ま
る
た
め
、
文
章
の
接
続
に
問
題
は
な
い
。
同
様
の
表
現
は
、
唐
龍

朔
元
年
（
六
六
一
）
に
七
十
二
才
で
亡
く
な
っ
た
ブ
ハ
ラ
出
身
の
ソ
グ
ド

人
と
さ
れ
る
安
娘
の
「
史
索
巌
夫
人
安
娘
墓
誌（

（1
（

」
に
も
見
え
る
。

夫
人
諱
娘
、
字
白
、
岐
州
岐
陽
人
、
安
息
王
之
苗
裔
也
。
夫
弈
弈
仙

基
、
分
軒
臺
而
吐
冑
、
悠
悠
別
派
、
掩
嬀
水
而
疏
疆
。
…
…

　

安
興
貴
の
生
没
年
は
未
詳
な
が
ら
、
唐
建
国
期
に
活
躍
し
て
い
る
こ
と

か
ら
安
娘
と
は
ほ
ぼ
同
時
代
の
人
物
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
表
現
は

彼
ら
の
墓
碑
銘
に
よ
く
見
ら
れ
る
文
句
だ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
そ

の
後
に
続
く
出
自
も
、
尾
崎
氏
が
①
で
「
安
興
貴
か
そ
の
兄
弟
の
も
の
」

と
い
う
よ
う
に
、
安
興
貴
の
も
の
と
見
て
も
妥
当
な
内
容
な
の
で
あ
る
。

現
に
、
熊
清
元
氏
は
天
理
断
簡
の
出
自
が
安
興
貴
の
子
・
安
元
寿
の
墓
誌

の
出
自
と
一
致
す
る
こ
と
を
根
拠
に
、
天
理
断
簡
を
安
興
貴
碑
銘
と
見
な

し
て
い
る

（
（1
（

。
も
し
、
天
理
断
簡
の
内
容
の
み
で
安
興
貴
か
安
修
仁
か
を
判

別
し
う
る
他
の
史
料
が
発
見
で
き
れ
ば
、
ど
ち
ら
の
碑
銘
で
あ
る
か
す
ぐ

に
で
も
判
断
で
き
よ
う
が
、
管
見
の
限
り
そ
の
よ
う
な
史
料
は
見
つ
か
っ

て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
も
尾
崎
氏
に
よ
る
書
誌
的
な
検
討
を
も
う
一
度
た
ど
っ

て
み
た
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
天
理
断
簡
は
紙
背
に
『
相
対
抄
』
巻
六

の
巻
末
に
近
い
部
分
の
三
十
三
行
を
存
す
。
尾
崎
氏
は
①
⑦
で
、『
相
対

抄
』
は
後
（『
文
館
詞
林
』
か
ら
す
る
と
前
に
）
に
も
う
二
張
分
の
料
紙
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を
必
要
と
し
、
そ
の
綴
合
は
『
別
録
』
に
記
録
さ
れ
た
各
巻
の
順
序
か
ら
、

『
相
対
抄
』
巻
六
は
『
文
館
詞
林
』
の
巻
一
五
八
首
（
一
張
）・
巻
四
五
五

首
（
二
張
）・
巻
六
六
二
尾
欠
（
約
二
十
張
）・
巻
五
〇
七
尾
（
二
張
）
の

順
で
軸
装
さ
れ
て
い
た
と
推
定
し
て
い
る

（
（1
（

。
香
果
遺
珍
本
の
『
文
館
詞
林
』

模
抄
群
に
着
目
す
る
と
、
こ
こ
に
は
巻
四
五
五
第
一
張
の
他
に
、
巻
一
八

五
首
（
一
張
分
）・
巻
五
〇
七
尾
（
二
張
分
）・
巻
六
六
二
尾
欠
の
模
抄
が

備
わ
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
『
相
対
抄
』
巻
六
末
尾
（
尾
題
を
含
め
た
六
行

分
）
の
忠
実
な
模
抄
が
含
ま
れ
て
い
る

（
（1
（

。
香
果
遺
珍
本
で
も
こ
れ
ら
が
ひ

と
ま
と
ま
り
と
し
て
存
す
る
こ
と
は
、
や
は
り
、
こ
れ
ら
の
巻
が
同
軸
を

成
し
て
い
た
と
い
う
推
定
を
補
強
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
天
理

断
簡
に
相
当
す
る
部
分
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
は
、『
相
対
抄
』

巻
六
に
用
い
ら
れ
た
弘
仁
抄
本
の
離
散
・
蒐
集
の
過
程
を
考
え
る
上
で
注

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
仮
に
巻
四
五
五
第
一
張
が
天
理
断
簡

の
直
前
に
接
続
す
る
な
ら
ば
、
原
本
の
紙
背
に
は
天
理
断
簡
紙
背
『
相
対

抄
』
の
後
に
続
く
内
容
が
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
残
念

な
が
ら
香
果
遺
珍
の
中
に
は
本
断
簡
の
紙
背
に
相
当
す
る
模
抄
類
は
見
出

せ
な
か
っ
た
。

　

な
お
、
尾
崎
氏
は
巻
四
五
五
第
一
張
の
行
数
に
つ
い
て
、「
第
一
張
も

こ
の
断
簡
と
お
な
じ
く
二
十
四
行
で
あ
れ
ば
」
と
想
定
し
て
い
る
が
、
香

果
遺
珍
本
の
墨
付
行
数
は
全
体
で
二
十
二
行
で
あ
る
。
巻
子
装
の
旧
鈔
本

の
場
合
、
巻
首
第
一
張
は
他
の
張
に
比
べ
て
紙
幅
が
一
行
分
短
く
、
さ
ら

に
冒
頭
の
一
行
を
空
行
に
す
る
傾
向
に
あ
り
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
巻
六

六
八
の
巻
首
も
一
行
分
の
空
行
が
取
ら
れ
て
い
る

（
（1
（

。
お
そ
ら
く
、
巻
四
五

五
の
原
本
も
同
様
の
処
理
が
成
さ
れ
た
た
め
、
墨
付
行
数
が
他
の
張
よ
り

少
な
く
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
大
喜
多
家
所
蔵
『
文
館
詞
林
』
残
巻
模
抄
本

　

次
に
、
大
喜
多
本
【
末
尾
図
】
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
大
喜
多
本
は
現

在
所
在
不
明
で
あ
る
が
、
昭
和
四
十
九
年
に
斯
道
文
庫
員
が
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
撮
影
を
し
た
際
に
記
録
し
た
書
誌
に
基
づ
い
て
概
要
を
示
す
。

　

淡
浅
葱
色
表
紙
（
二
十
六
・
八
×
十
九
・
〇
糎
）、
左
肩
に
打
付
に
て

「
文
館
詞
林　
〈
殘
缺
（
第
二
冊
：
第
六
百
六
十
二
）〉」
と
墨
書
。
袋
綴
二
冊
、

毎
半
葉
七
行
十
二
字
、
字
面
高
さ
約
二
十
糎
、
毎
巻
改
張
。
墨
付
〈
第
一

冊
〉
十
四
張
、〈
第
二
冊
〉
五
十
張
。
筆
跡
に
つ
い
て
は
一
筆
か
寄
合
書

か
判
断
し
が
た
く
、
江
戸
後
期
の
写
本
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
蔵
書
印
は

毎
冊
首
に
隸
書
陽
刻
長
方
形
「
仁
壽
山
莊
」（
姫
路
藩
家
老
河
合
家
）、
陽
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刻
長
方
形
「
白
水
書
院
」、
陽
刻
方
形
「
有
不
爲
齋
」
印
記
（
伊
藤
介
夫
）

が
あ
る
。

収
録
巻
次
は
次
の
通
り
。

【
第
一
冊
】（
張
数
は
大
喜
多
本
の
張
数
）

巻
一
五
八
首
（
二
張
）

巻
四
五
五
首
（
二
張
）

巻
五
〇
七
尾
（
三
張
）

巻
六
九
五
巻
首
題
目
（
三
張
）

同
巻
「
魏
武
帝
修
学
令
一
首
」
六
行
（
一
張
）

天
理
断
簡
と
同
内
容
（
二
張
）

『
相
対
抄
』
巻
六
末
尾
五
行
と
尾
題
（
一
張
）

【
第
二
冊
】

巻
六
六
二
（
五
十
張
）

　

こ
の
模
抄
本
の
う
ち
、
天
理
断
簡
部
分
と
巻
六
九
五
「
魏
武
帝
修
学
令

一
首
」
六
行
を
除
く
『
相
対
抄
』
巻
六
構
成
分
は
、
橋
本
経
亮
が
蒐
集
し

た
部
分
と
重
な
る
。
書
き
ぶ
り
が
簡
略
な
点
も
同
様
で
あ
る
が
、
香
果
遺

珍
本
で
は
省
略
さ
れ
て
い
た
位
署
が
全
て
写
し
取
ら
れ
て
お
り
、
巻
六
九

五
と
天
理
断
簡
部
分
は
弘
仁
抄
本
の
面
影
が
う
か
が
え
る
書
き
ぶ
り
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
各
冊
の
見
返
し
に
紙
箋
を
貼
付
し
、
第
一
冊
に
は
、

一
百
五
十
八
巻　

已
下
七
張　

白
河
矦
蔵

六
百
九
十
五
巻　

已
下
四
張　

勝
福
寺
蔵

苗
裔
也
巻　

已
下
二
張　

川
合
氏
蔵

本
書
紙
背
三
宗
要
録　

一
張　

白
河
矦
蔵

と
あ
り
、
第
二
冊
（
巻
六
六
二
）
に
は
、

白
河
矦
所
蔵
此
巻
元

高
野
山
所
傳
者

と
、
原
本
の
所
蔵
者
が
墨
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
大
喜
多
本
は

巻
四
五
五
首
と
天
理
断
簡
部
分
の
両
方
を
備
え
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
弘

仁
抄
本
の
離
散
・
蒐
集
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
手
が
か
り
を
含
ん
で
い

る
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
天
理
断
簡
部
分
の
所
蔵
者
と
さ
れ
る
「
川
合
氏
」
は
誰
に
当
た

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
喜
多
本
は
「
仁
壽
山
莊
」
の
蔵
書
印
か
ら
姫
路
藩

の
家
老
・
河
合
（
川
合
）
氏
が
所
蔵
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る

（
（2
（

。

　
「
川
合
氏
」
と
、
当
時
『
文
館
詞
林
』
の
蒐
集
に
関
係
し
て
い
た
人
物
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と
の
つ
な
が
り
を
探
る
と
、
藤
貞
幹
の
遺
品
目
録
『
無
仏
斎
遺
伝
書
領
目

六
』
に
「
川
合
」
の
名
が
現
れ
る
。
こ
れ
は
、
寛
政
九
年
八
月
に
貞
幹
が

没
し
た
後
、
遺
品
を
譲
り
受
け
た
佐
々
木
春
行
が
作
成
し
た
遺
品
目
録

で
、
そ
こ
に
は
「
文
館
詞
林
摹
本
」
の
書
名
も
見
え
る
。
た
だ
し
、
そ
れ

が
ど
の
巻
に
当
た
る
の
か
、
詳
細
は
記
さ
れ
て
い
な
い

（
（2
（

。
こ
の
目
録
の
一

部
に
は
売
却
先
が
付
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
「
遠
年
紙
譜
」「
最

澄
入
唐
明
州
牒
」「
朝
鮮
礼
単
」「
唐
十
八
学
士
真
像
」
が
「
川
合
家
」
へ

売
却
さ
れ
、「
爾
雅
」
が
「
姫
路
川
合
家
」
へ
売
却
さ
れ
て
い
る

（
（2
（

。「
川
合

家
」
と
「
姫
路
川
合
家
」
両
者
が
同
一
で
あ
る
か
否
か
は
確
定
し
が
た
い

が
、
少
な
く
と
も
「
姫
路
川
合
家
」
は
大
喜
多
本
の
旧
蔵
者
で
あ
る
姫
路

藩
家
老
の
河
合
氏
、
当
時
は
道ひ
ろ
お
み臣

（
一
七
六
七
─

一
八
四
一
）
で
あ
ろ
う
。

道
臣
は
藩
の
財
政
改
革
だ
け
で
な
く
、
私
塾
・
仁
寿
山
黌
を
開
く
な
ど
教

育
に
も
力
を
入
れ
た
人
物
で
あ
る
。
た
び
た
び
出
府
を
命
じ
ら
れ
て
江
戸

へ
参
じ
、
柴
野
栗
山
と
も
交
流
が
あ
っ
た（

（2
（

。
ま
た
、
文
化
六
年
（
一
八
〇

六
）
に
当
時
林
家
塾
の
塾
長
で
あ
っ
た
佐
藤
一
斎
の
紹
介
で
林
家
塾
に
入

門
し（

（2
（

、
林
述
斎
と
も
親
交
が
あ
っ
た
と
い
う（

（2
（

。
こ
う
し
た
交
流
を
通
じ
て

道
臣
が
弘
仁
抄
本
の
原
本
に
接
し
て
い
た
か
、
模
抄
本
を
入
手
し
て
い
た

と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い

（
（2
（

。

　

た
だ
、
も
し
仮
に
識
語
の
川
合
氏
が
姫
路
河
合
氏
を
指
す
の
で
あ
れ
ば
、

自
身
が
所
蔵
し
て
い
る
本
に
「
川
合
氏
」
と
記
す
の
は
不
自
然
で
あ
り
、

少
な
く
と
も
識
語
の
書
写
者
は
別
人
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
、
誰
か
が
作
っ

た
模
抄
本
を
後
に
河
合
氏
が
入
手
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
か
。

な
お
、
河
合
氏
は
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
に
「
川
合
」
か
ら
「
河
合
」

に
姓
を
改
め
て
い
る
こ
と
か
ら（

（2
（

、
厳
密
な
書
き
分
け
が
行
わ
れ
て
い
た
と

す
れ
ば
、
そ
れ
以
前
の
識
語
と
考
え
ら
れ
る
。

四
、
模
抄
本
識
語
か
ら
見
る
原
本
の
所
在
と
移
動

　

大
喜
多
本
の
見
返
し
に
記
さ
れ
た
識
語
で
は
、
巻
一
五
八
首
・
四
五
五

首
・
五
〇
七
尾
・
六
六
二
が
す
べ
て
「
白
河
侯
」
す
な
わ
ち
松
平
定
信
の

所
蔵
と
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
天
理
断
簡
部
分
は
「
苗
裔
也
巻
」
と
称
し

て
巻
次
が
記
さ
れ
ず
、
巻
四
五
五
の
巻
首
と
分
け
て
綴
じ
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
、
大
喜
多
本
が
作
成
さ
れ
た
と
き
に
は
す
で
に
巻
四
五
五
首
と

の
関
係
が
不
明
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

現
在
、
大
喜
多
本
の
他
に
当
時
の
原
本
の
所
蔵
者
を
示
す
識
語
を
持
っ

た
模
抄
本
が
、
も
う
二
本
確
認
で
き
る
。
大
喜
多
本
お
よ
び
こ
れ
ら
の
識

語
か
ら
、『
相
対
抄
』
巻
六
分
の
弘
仁
抄
本
（
巻
一
五
八
・
四
五
五
・
六
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六
二
・
五
〇
七
）
の
所
在
と
移
動
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

（
一
）
佐
々
木
春
行
『
古
籍
鑑
定
書
目
』

　

一
つ
目
は
た
び
た
び
紹
介
し
て
き
た
佐
々
木
春
行
『
古
籍
鑑
定
書
目
』

で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
巻
六
九
五
巻
首
の
模
抄
一
葉
と
天
理
断
簡
部
分
の

臨
模
一
葉
が
含
ま
れ
て
い
る

（
（2
（

。
こ
の
う
ち
天
理
断
簡
部
分
に
つ
い
て
は
三

紙
を
継
ぎ
、
第
一
紙
の
右
端
に
紙
縒
紐
が
付
い
た
巻
子
状
の
形
態
で
あ
り
、

表
書
き
に
は
「
文
館
詞
林
殘
缺
壱
張　

□
摹
」
と
題
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
そ
の
第
一
紙
が
各
巻
の
所
蔵
者
に
関
す
る
識
語
、
第
二
・
第
三
紙
が
天

理
断
簡
の
模
抄
と
い
う
構
成
で
、
末
尾
に
は
「
右
先
年
大
坂
ヨ
リ
持
来
分
」

と
小
字
で
記
さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
紙
の
識
語
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

○
文
館
詞
林
巻
第
六
百
六
十
八　

詔
卅
八　

赦
宥
四

位
署
在

目
錄
ノ
初　

漢
哀
帝
改
元
大
赦
詔
一
首

料
紙
經
紙
ニ
テ
裏
ハ
經
文
行
草
書
ナ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

此
巻
江
戸
ニ
ア
ル
由
先
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

狩
谷
氏
ヨ
リ
申
来

○
同
六
百
六
十
二
巻　

大
坂
蒹
葭
堂
ニ
在　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

背
文
三
宗
相
対
抄
第
六

○
同
四
百
五
十
五　

碑
卅
五　

将
軍
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　

此
巻
白
河
矦
所
蔵
ニ
ナ
リ
シ
ヤ
ト
云

　

こ
の
識
語
を
そ
の
ま
ま
受
け
取
れ
ば
、
大
喜
多
本
で
は
定
信
所
蔵
と
さ

れ
て
い
た
巻
六
六
二
が
こ
の
時
点
で
は
蒹
葭
堂
の
も
と
に
あ
り
、
巻
四
五

五
首
は
定
信
の
所
蔵
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
天
理
断
簡
の
模
抄

に
巻
四
五
五
と
の
関
係
が
明
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
右
先
年
大
坂
ヨ
リ
持

来
分
」
と
い
う
付
記
か
ら
も
、
天
理
断
簡
部
分
原
本
は
早
く
に
巻
首
か
ら

切
り
離
さ
れ
て
大
阪
に
と
ど
ま
り
、
巻
次
不
明
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
意

味
し
よ
う
。

　

阿
部
氏
や
尾
崎
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
蒹
葭
堂
が
弘
仁
抄
本
を
有
し

て
い
た
こ
と
は
、
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
に
刊
行
さ
れ
た
尾
崎
雅
嘉
『
群

書
一
覧
』
巻
二
で
、

按
ず
る
に
蒹
葭
堂
に
珍
蔵
せ
し
所
の
一
巻
は
仏
書
の
裏
に
書
き
た
る

も
の
に
て
、文
中
往
々
則
天
皇
后
の
製
字
を
用
ひ
た
る
所
見
え
た
り
。
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と
、
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
。
こ
の
「
蒹
葭
堂
に
珍
蔵
せ
し

所
の
一
巻
」
に
つ
い
て
、
尾
崎
氏
は
巻
六
六
二
・
五
〇
七
に
則
天
文
字
が

多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
尾
崎
雅
嘉
が
『
別
録
』
で
『
相
対
抄
』
巻
六
構

成
分
と
推
定
さ
れ
る
巻
を
全
て
記
録
し
て
い
る
こ
と
を
根
拠
に
挙
げ
、
蒹

葭
堂
が
『
相
対
抄
』
巻
六
の
一
軸
を
所
蔵
し
て
い
た
と
推
定
す
る
。
佐
々

木
春
行
の
天
理
断
簡
模
抄
に
つ
い
て
も
、
春
行
は
出
所
を
明
ら
か
に
し
な

い
が
、
大
阪
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
う
の
は
示
唆
的
で
あ
る
。

　

で
は
、
巻
六
六
二
は
い
つ
蒹
葭
堂
か
ら
定
信
の
も
と
に
も
た
ら
さ
れ
た

の
だ
ろ
う
か
。

　

巻
六
六
二
が
江
戸
に
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
は
、
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇

〇
）
十
月
二
十
六
日
に
橋
本
経
亮
が
著
し
た
「
文
館
詞
林
之
事
」
に
記
さ

れ
て
い
る
。

今
度
白
雲
上
人
持
来
ラ
レ
シ
第
六
百
六
十
二
巻
〈
末
二
行
許
欠
〉
一

巻
、
第
五
百
七
欠
一
巻
等
に
て
全
巻
欠
巻
伝
聞
セ
シ
モ
六
巻
の
存
在

ヲ
知
タ
リ
。（
句
読
点
は
筆
者
に
よ
る
）

こ
れ
に
よ
る
と
、
巻
五
〇
七
・
六
六
二
は
定
信
の
命
を
受
け
て
古
物
の
蒐

集
に
当
た
っ
て
い
た
白
雲
上
人
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
う（

（3
（

。
白
雲

上
人
は
寛
政
十
一
年
お
よ
び
十
二
年
に
、
白
河
藩
御
用
絵
師
の
大
野
文
泉

と
と
も
に
西
遊
し
、
い
ず
れ
も
蒹
葭
堂
を
訪
れ
、
大
阪
滞
在
中
は
蒹
葭
堂

宅
に
逗
留
し
て
い
た（

（3
（

。
一
戸
渉
氏
は
、
こ
の
時
に
白
雲
が
巻
五
〇
七
・
六

六
二
を
ま
と
め
て
蒹
葭
堂
か
ら
譲
り
受
け
た
と
見
て
い
る

（
（3
（

。

　

佐
々
木
春
行
識
語
の
正
確
な
書
写
時
期
は
不
明
だ
が（

（3
（

、
少
な
く
と
も
巻

六
六
二
が
定
信
の
も
と
に
移
る
以
前
、
す
な
わ
ち
寛
政
十
二
年
十
月
以
前

の
情
報
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
大
喜
多
本
識
語
は
寛
政
十
二
年

十
月
以
降
に
書
か
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
巻
四
五
五
に
つ
い
て
、

春
行
識
語
の
時
に
は
定
信
が
所
有
し
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
が
、
お

そ
ら
く
そ
れ
は
巻
四
五
五
の
首
一
張
の
み
で
あ
り
、
天
理
断
簡
部
分
は
大

阪
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
後
、「
川
合
氏
」
へ
渡
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

（
二
）
柴
野
栗
山
手
沢
模
抄
本

　

二
つ
目
は
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
所
蔵
の
柴
野
栗
山
（
一

七
三
六
─

一
八
〇
七
）
手
沢
模
抄
本
（
〇
九
二
／
ト
七
一
／
一
）
で
あ
る
。

薄
い
雁
皮
紙
を
継
い
だ
巻
子
装
で
、
巻
一
五
八
首
・
五
〇
七
尾
・
六
六
二

尾
・
六
六
四
前
半
・
六
六
八
首
・
三
四
八
奥
書
璽
印
・
六
九
五
を
存
す
。

巻
六
六
四
・
六
九
五
は
佚
存
叢
書
本
の
模
写
で
あ
る
が
、
巻
一
五
八
・
五
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〇
七
・
六
六
二
は
弘
仁
抄
本
の
様
相
を
精
緻
に
残
し
て
い
る
。
そ
し
て
表

紙
見
返
し
に
は
原
本
の
所
在
に
関
す
る
識
語
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

一
百
五
十
八

三
百
𠦜
八
〈
攝
津
国
八
田
部
郡
須
磨
大
手
村
勝
福
寺
藏
〉

五
百
七　
〈
白
河
羽
林
源
公
蔵
〉

六
百
六
十
二
〈
同
〉

六
百
六
十
八
〈
屋
代
弘
賢
蔵　
　

出
自
大
和
国
字
智
郡
榮
山
寺
〉

六
百
九
十
五
〈
須
磨
勝
福
寺
蔵
〉

　

こ
の
識
語
の
書
写
者
に
つ
い
て
、『
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道

文
庫　

貴
重
書
蒐
選
』
の
解
題
で
は
、
栗
山
の
自
筆
か
と
推
定
さ
れ
て
い

る
（
（3
（

。
大
喜
多
本
同
様
、
こ
の
識
語
か
ら
も
巻
六
六
二
が
定
信
に
移
っ
た
こ

と
が
分
か
る
。
書
写
時
期
は
確
定
し
が
た
い
が
、
前
述
の
「
文
館
詞
林
之

事
」
を
踏
ま
え
れ
ば
寛
政
十
二
年
十
月
以
降
、
栗
山
が
没
す
る
文
化
四
年

（
一
八
〇
七
）
以
前
と
推
測
さ
れ
る
。

　

た
だ
し
、
佐
々
木
春
行
が
定
信
所
蔵
と
聞
い
て
い
た
巻
四
五
五
首
、
そ

し
て
天
理
断
簡
は
栗
山
模
抄
本
に
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
栗

山
本
の
巻
六
六
二
は
、
香
果
遺
珍
本
や
大
喜
多
本
に
比
べ
て
末
尾
の
一
張

分
二
十
四
行
を
欠
く
と
い
う
違
い
が
見
ら
れ
る
。
橋
本
経
亮
が
巻
五
〇
七
・

六
六
二
の
発
見
を
伝
え
、
定
信
に
帰
し
た
の
が
寛
政
十
二
年
十
月
と
し
て
、

そ
こ
か
ら
栗
山
が
没
す
る
文
化
四
年
ま
で
の
わ
ず
か
な
間
に
定
信
の
も
と

か
ら
も
一
部
が
失
わ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。

　

一
方
、
香
果
遺
珍
本
と
大
喜
多
本
の
間
に
は
共
通
点
が
多
く
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
両
者
は
栗
山
本
よ
り
早
い
時
期
に
同
じ
底
本
に
基
づ
い
て
作

成
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
気
に
な
る
の
は
巻
四
五
五
首
が
い
つ
定
信
の
も
と
へ
渡
っ
た
の

か
と
い
う
点
で
あ
る
。
巻
六
六
二
は
蒹
葭
堂
、
伝
聞
な
が
ら
巻
四
五
五
首

は
定
信
所
蔵
と
す
る
春
行
識
語
か
ら
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
巻
四
五
五
首

は
巻
六
六
二
よ
り
も
前
に
定
信
に
帰
し
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
香
果
遺
珍
本
の
巻
四
五
五
首
の
模
抄
に
は
「
此
分
所
在

不
明
分
」
と
い
う
包
紙
が
付
帯
し
て
お
り
、
栗
山
本
に
は
こ
の
模
抄
自
体

が
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
推
測
す
る
に
、
定
信
所
蔵
と

明
記
し
て
い
る
大
喜
多
本
の
方
が
香
果
遺
珍
本
よ
り
早
く
、
巻
四
五
五
首

が
ま
だ
定
信
の
も
と
に
あ
る
う
ち
に
作
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
橋
本
経
亮
が
模
抄
本
を
作
成
し
た
時
点
で

巻
四
五
五
首
の
弘
仁
抄
本
原
本
は
す
で
に
所
在
不
明
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
だ
ろ
う（

（3
（

。
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尾
崎
氏
は
「
憶
測
に
な
る
が
」
と
前
置
き
し
た
上
で
、
一
度
は
『
相
対

抄
』
巻
六
の
一
軸
分
が
全
て
定
信
の
も
と
に
集
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
推
測
し
て
い
る

（
（3
（

。
確
か
に
、『
相
対
抄
』
巻
六
を
構
成
し
た
弘
仁
抄
本

の
ほ
と
ん
ど
が
定
信
の
も
と
に
集
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
大
喜
多
本
の

識
語
な
ど
か
ら
看
取
で
き
る
。
し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
全
て
が
同
時
期

に
揃
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

　
『
相
対
抄
』
巻
六
構
成
分
の
離
散
と
蒐
集
に
つ
い
て
、
新
た
な
憶
測
を

提
示
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
、
次
の
よ
う
な
案
を
提
示
し
た
い
。

　

ま
ず
、
巻
四
五
五
は
首
一
張
の
み
定
信
の
も
と
に
あ
っ
た
。
い
つ
入
手

し
た
も
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、
寛
政
十
二
年
十
月
以
前
の
こ
と
で
あ
ろ

う
。
そ
の
後
、
寛
政
十
二
年
十
月
に
蒹
葭
堂
の
も
と
に
あ
っ
た
巻
五
〇
七
・

六
六
二
が
白
雲
上
人
に
よ
っ
て
定
信
へ
も
た
ら
さ
れ
た
。
ま
た
巻
一
八
五

も
正
確
な
時
期
は
不
明
だ
が
、
大
喜
多
本
の
識
語
の
時
点
で
は
巻
一
八
五
・

四
五
五
首
・
五
〇
七
・
六
六
二
が
定
信
の
も
と
に
集
ま
っ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
、
香
果
遺
珍
本
が
作
成
さ
れ
た
と
き
に
は
巻
四
五
五
首

は
所
在
不
明
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
現
在
も
不
明
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ

の
後
、
巻
一
八
五
・
五
〇
七
・
六
二
二
に
つ
い
て
は
柴
野
栗
山
が
極
め
て

精
巧
な
模
抄
を
作
成
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
や
は
り
こ
の
三
巻
の

原
本
は
定
信
の
身
辺
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
天
理
断
簡
部
分
に

つ
い
て
は
春
行
模
抄
本
に
「
大
坂
ヨ
リ
持
来
分
」
と
あ
り
、
大
喜
多
本
で

は
「
川
合
氏
」
の
所
蔵
と
さ
れ
、
そ
の
後
は
兵
庫
の
吉
田
家
に
帰
し
て
お

り
、
定
信
の
周
辺
に
存
在
し
た
痕
跡
は
見
出
せ
な
い
。
お
そ
ら
く
、
天
理

断
簡
は
定
信
の
手
に
帰
す
る
こ
と
な
く
上
方
に
と
ど
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

だ
と
す
れ
ば
、
橋
本
経
亮
や
栗
山
ら
定
信
周
辺
の
蒐
集
家
が
作
成
し
た
模

抄
の
中
に
天
理
断
簡
部
分
が
含
ま
れ
な
い
の
も
頷
け
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
弘
仁
抄
本
『
文
館
詞
林
』
巻
四
五
五
に
つ
い
て
、
既
知
の
天
理

断
簡
に
加
え
、
香
果
遺
珍
本
と
大
喜
多
本
と
い
う
新
た
な
模
抄
本
に
よ
っ

て
次
の
二
つ
の
問
題
を
再
検
討
し
た
。
一
つ
目
は
、
天
理
断
簡
の
内
容
に

つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
天
理
断
簡
は
『
文
館
詞
林
』
巻
四
五
五
第
一

首
「
安
修
仁
碑
銘
」
と
さ
れ
て
き
た
が
、
香
果
遺
珍
本
や
大
喜
多
本
に
よ
っ

て
第
一
首
は
実
は
「
冠
軍
大
将
軍
安
興
貴
碑
銘
」
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
内
容
的
な
検
討
、
書
誌
的
な
検
討
と
も
に
、
天
理
断
簡
は
安
興
貴
碑

銘
の
第
二
張
と
見
る
の
が
妥
当
と
考
え
る
。

　

二
つ
目
は
、
弘
仁
抄
本
の
散
佚
と
蒐
集
の
過
程
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
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の
問
題
は
依
然
と
し
て
不
明
点
が
多
い
が
、
模
抄
本
の
識
語
を
手
が
か
り

と
し
て
『
相
対
抄
』
巻
六
を
構
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
巻
一
五
八
首

一
張
・
四
五
五
首
一
張
・
天
理
断
簡
（
巻
四
五
五
第
二
張
）・
六
六
二
（
尾

欠
）・
五
〇
七
尾
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
整
理
し
た
。

　

ま
ず
、
尾
崎
雅
嘉
が
『
群
書
一
覧
』
で
「
蒹
葭
堂
に
珍
蔵
せ
し
所
の
一

巻
」
と
い
い
、『
別
録
』
に
記
す
と
こ
ろ
の
巻
一
五
八
・
四
五
五
・
六
六

二
・
五
〇
七
に
関
す
る
情
報
が
蒹
葭
堂
所
蔵
本
か
ら
取
得
さ
れ
た
も
の
だ

と
す
れ
ば
、『
相
対
抄
』
巻
六
の
大
部
分
を
蒹
葭
堂
が
所
持
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
佐
々
木
春
行
が
『
古
籍
鑑
定
書
目
』
に
著
録
し

た
時
点
で
巻
六
六
二
は
蒹
葭
堂
の
手
元
に
あ
っ
た
も
の
の
、
巻
四
五
五
第

一
張
は
当
時
す
で
に
松
平
定
信
の
も
と
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
た
。
そ
し

て
、
巻
四
五
五
第
二
張
と
思
わ
れ
る
天
理
断
簡
部
分
と
巻
四
五
五
第
一
張

と
の
関
係
が
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
天
理
断
簡
部
分
は
早
く
に
他

の
張
か
ら
切
り
離
さ
れ
巻
次
不
明
と
な
っ
た
。
ま
た
、
寛
政
十
二
年
十
月

に
は
巻
五
〇
七
・
六
六
二
が
白
雲
上
人
に
よ
っ
て
定
信
の
も
と
に
届
け
ら

れ
た
。
そ
こ
か
ら
大
喜
多
本
や
香
果
遺
珍
本
、
栗
山
本
が
作
成
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
た
だ
残
念
な
が
ら
、
そ
の
過
程
で
巻
四
五
五
首
や
巻
六
六

二
尾
一
張
分
の
散
佚
が
起
こ
っ
て
い
る
。

　

高
野
山
か
ら
流
出
し
た
『
相
対
抄
』
巻
六
構
成
分
の
『
文
館
詞
林
』
断

簡
が
、
た
と
え
一
時
す
べ
て
蒹
葭
堂
の
も
と
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ

ら
は
切
り
離
さ
れ
て
徐
々
に
蒹
葭
堂
か
ら
流
出
し
、
そ
れ
が
ま
た
漸
次
定

信
の
も
と
に
集
ま
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
定
信
に
近
か
っ
た
栗
山
や
経

亮
の
模
抄
本
に
天
理
断
簡
分
が
含
ま
れ
な
い
点
、
大
喜
多
本
で
も
天
理
断

簡
分
は
「
川
合
氏
」
の
所
蔵
と
さ
れ
て
い
る
点
、
そ
の
後
兵
庫
の
吉
田
家

に
帰
し
た
点
か
ら
も（

（3
（

、
天
理
断
簡
は
早
々
に
切
り
離
さ
れ
て
上
方
に
残
さ

れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
『
相
対
抄
』
巻
六
構
成
分
の
弘
仁
抄
本
の
原
本
は
大
部
分
が
定
信
の
も

と
に
集
ま
っ
た
も
の
の
、
今
現
在
中
で
原
本
が
残
さ
れ
て
い
る
の
は
上
方

に
と
ど
ま
っ
た
天
理
断
簡
の
み
で
あ
る
。
一
方
、
定
信
蒐
集
部
分
は
香
果

遺
珍
本
や
大
喜
多
本
・
栗
山
本
と
い
っ
た
模
抄
本
が
複
数
作
ら
れ
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
現
在
も
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
各
巻
の
移
動
に
つ

い
て
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
特
に
巻
四
五
五
首
は
、
昭
和
四

十
九
年
に
斯
道
文
庫
が
大
喜
多
本
の
調
査
を
行
い
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の

撮
影
を
行
っ
て
い
た
も
の
の
、
二
〇
二
一
年
に
香
果
遺
珍
本
が
公
表
さ
れ

る
ま
で
ほ
と
ん
ど
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
模
抄
本
は
『
文

館
詞
林
』
の
内
容
的
研
究
だ
け
で
な
く
、
江
戸
後
期
に
お
け
る
書
物
蒐
集

の
あ
り
方
を
検
討
す
る
上
で
も
意
義
深
く
、
今
後
多
分
野
の
研
究
に
資
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
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注（
１
）	

本
書
の
伝
存
状
況
や
蒐
集
の
経
緯
な
ど
全
容
に
つ
い
て
は
、
す
で

に
阿
部
隆
一
氏
「
文
館
詞
林
考
」（『
影
弘
仁
本
文
館
詞
林
』
古
典

研
究
会
、
一
九
六
九
）
に
詳
細
な
研
究
が
あ
る
。

（
２
）	

反
町
茂
雄
『
一
古
書
肆
の
思
い
出
』
第
四
巻
、
平
凡
社
、
一
九
九

八
年
、
二
〇
二
─

二
三
四
頁
。

（
３
）	

一
戸
渉
・
矢
島
明
希
子
「
香
果
遺
珍
本
『
文
館
詞
林
』
解
題
と
影

印
」『
斯
道
文
庫
論
集
』
第
五
十
六
輯
、
二
〇
二
二
年
。

（
４
）	

大
喜
多
家
は
香
川
県
三
豊
市
の
豪
家
の
一
つ
で
あ
る
。

（
５
）	

内
容
の
訓
読
や
現
代
語
訳
に
つ
い
て
は
、山
下
将
司「『
文
館
詞
林
』

「
唐
・
安
興
貴
碑
銘
」断
簡
に
つ
い
て
―
香
果
遺
珍
本
と
天
理
断
簡
」

（『
日
本
女
子
大
学
紀
要
（
文
学
部
）』
第
七
十
二
号
、二
〇
二
三
年
）

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
６
）	

大
喜
多
本
は
位
署
を
略
さ
ず
「
中
書
令
太
子
賓
客
監
修
國
史
弘
文

館
学
史
上
柱
國
髙
陽
郡
開
國
公
許
敬
宗
」
と
記
す
。

（
７
）	

大
喜
多
本
は
「
瑞
」
に
作
る
。

（
８
）	

香
果
遺
珍
本
・
大
喜
多
本
と
も
に「
遭
」の「
曹
」を「
曺
」に
作
る
。

（
９
）	

河
西
の
安
氏
一
族
に
つ
い
て
は
呉
玉
貴
「
涼
州
粟
特
胡
人
安
氏
家

族
研
究
」（『
唐
研
究
』第
三
巻
、一
九
九
七
年
）、福
島
恵『
東
部
ユ
ー

ラ
シ
ア
の
ソ
グ
ド
人
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
七
年
）
に
研
究
が

あ
る
。

（
10
）	

呉
玉
貴
前
掲
論
文
。
安
世
高
と
の
関
係
も
付
会
で
あ
る
と
い
う
。

近
年
の
ソ
グ
ド
系
安
氏
と
安
息
国
の
関
係
に
つ
い
て
の
研
究
動
向

は
、
斉
藤
達
也
「
安
息
国
出
身
を
称
す
る
安
姓
の
ソ
グ
ド
人
に
つ

い
て
」（
岩
見
清
裕
編
『
ソ
グ
ド
人
墓
誌
研
究
』
汲
古
書
院
、
二

〇
一
六
年
）
に
詳
し
い
。

（
11
）	

斉
藤
達
也
「
安
息
国
・
安
国
と
ソ
グ
ド
人
」『
国
際
仏
教
学
大
学

院
大
学
研
究
紀
要
』
第
十
一
号
、
二
〇
〇
七
年
。

（
12
）	

天
理
大
学
附
属
図
書
館
よ
り
全
文
翻
刻
の
ご
許
可
を
い
た
だ
い
た

（
天
理
大
学
附
属
図
書
館
本
翻
刻
第
一
四
一
九
号
）。
訓
読
・
現
代

語
訳
は
、
山
下
将
司
「
随
・
唐
初
の
河
西
ソ
グ
ド
人
軍
団
―
天
理

図
書
館
蔵『
文
館
詞
林
』「
安
修
仁
墓
碑
銘
」残
巻
を
め
ぐ
っ
て
―
」

（『
東
方
學
』
第
百
十
輯
、
二
〇
〇
五
年
）
で
試
み
ら
れ
て
い
る
た

め
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
13
）	
以
下
の
引
用
は
尾
崎
康
「
天
理
図
書
館
蔵
文
館
詞
林
断
簡
を
め

ぐ
っ
て
」（『
ビ
ブ
リ
ア
』第
四
十
四
号
、一
九
七
〇
年
）に
拠
っ
た
。

（
14
）	

な
ぜ
尾
崎
雅
嘉
が
安
修
仁
碑
銘
の
み
を
記
し
た
の
か
は
不
明
。
巻
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一
五
八
に
関
す
る
著
録
で
は
「
後
魏
宋
欽
贈
高
允
詩
一
首　

宋
陶

潜
酬
丁
柴
桑
一
首
／
宋
謝
霊
運
答
謝
諮
議
一
首
・
・
・
・
・
凡
廿

目
許
」
と
し
、
宋
欽
の
詩
と
陶
潜
の
詩
の
間
に
あ
る
べ
き
「
後
魏

高
允
答
宋
欽
一
首
」
を
脱
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
必
ず
し
も
順
序

通
り
正
確
に
著
録
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
15
）	

安
娘
墓
誌
に
つ
い
て
は
、岩
見
清
裕
編『
ソ
グ
ド
人
墓
誌
研
究
』（
汲

古
書
院
、二
〇
一
六
年
、三
一
一
─

三
二
七
頁
）の
翻
字
に
拠
っ
た
。

（
16
）	

「《
文
館
詞
林
》
巻
四
五
五
闕
題
残
篇
碑
銘
碑
主
考
」『
黄
岡
師
範

学
院
学
報
』
二
〇
〇
六
年
第
五
期
。
熊
氏
は
『
別
録
』
に
つ
い
て

は
触
れ
て
い
な
い
た
め
、
安
修
仁
碑
銘
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
検

討
し
て
い
な
い
。

（
17
）	

こ
の
順
序
に
つ
い
て
は
阿
部
氏
も
同
様
の
考
証
を
し
て
い
る
（
阿

部
前
掲
論
文
）。

（
18
）	

『
相
対
抄
』
巻
六
末
尾
の
模
抄
は
本
文
が
五
行
の
も
の
と
二
行
の

み
の
も
の
二
種
二
葉
を
存
す
る
が
、二
行
の
方
に
淡
墨
で
た
だ「
文

館
詞
林　

裏
」
と
記
さ
れ
る
の
み
で
、
い
ず
れ
の
紙
背
で
あ
っ
た

の
か
は
っ
き
り
し
な
い
。
尾
崎
氏
の
推
定
の
通
り
な
ら
、
巻
一
五

八
首
の
紙
背
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

（
19
）	

そ
の
他
の
現
存
原
本
に
つ
い
て
斯
道
文
庫
所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
に
て
確
認
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
巻
一
五
六
・
四
五
三
・
四
五

七
・
四
五
九
・
六
六
六
・
六
六
七
・
六
九
五
・
六
九
九
も
同
様
に

第
一
張
の
墨
付
行
数
は
二
十
二
行
で
あ
っ
た
（
料
紙
の
継
ぎ
目
が

不
鮮
明
な
巻
は
除
く
）。

（
20
）	

こ
の
他
、
香
果
遺
珍
本
に
は
大
喜
多
本
に
な
い
巻
三
四
八
断
簡
が

含
ま
れ
る
。
た
だ
し
香
果
遺
珍
本
巻
三
四
八
は
、
他
の
残
簡
と
は

別
の
袋
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
袋
に
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇

〇
）
に
経
亮
が
勝
福
寺
で
弘
仁
抄
本
の
摸
本
を
作
ら
せ
た
際
の
書

き
損
じ
で
あ
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
書
き
ぶ
り
が
簡
略

だ
っ
た
『
相
対
抄
』
巻
六
構
成
分
と
は
異
な
り
、
原
本
に
忠
実
に

作
ら
れ
た
模
抄
本
で
あ
り
、他
本
と
は
蒐
集
の
過
程
が
異
な
る（
一

戸
・
矢
島
前
掲
解
題
）。

（
21
）	

仁
寿
山
は
河
合
道
臣（
一
七
六
七
─

一
八
四
一
）が
文
政
四
年（
一

八
二
一
）
に
開
設
し
た
私
設
学
問
所
で
あ
る
。
道
臣
が
亡
く
な
る

と
、
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
に
廃
校
と
な
っ
た
（
姫
路
市
史

編
集
専
門
委
員
会
編
『
姫
路
市
史
』
本
編
・
近
世
二
、
姫
路
市
、

二
〇
〇
九
年
、
六
九
七
─

七
〇
三
頁
）。「
白
水
書
院
」
は
不
明
だ

が
、
道
臣
の
号
に
「
白
水
」
が
あ
る
。
道
臣
の
印
記
か
。

（
22
）	

一
戸
氏
に
よ
る
と
、
藤
貞
幹
は
栗
山
へ
宛
て
た
書
簡
の
中
で
、『
文
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館
詞
林
』
巻
六
九
五
・
三
四
八
（
寛
政
九
年
二
月
五
日
）
と
巻
六

六
二
（
寛
政
九
年
五
月
二
日
）
の
出
現
を
伝
え
て
い
る
（
一
戸
・

矢
島
前
掲
解
題
）。

（
23
）	

吉
澤
義
則
「
藤
貞
幹
に
就
い
て
」（『
国
語
説
鈴
』
立
命
館
出
版
部
、

一
九
四
三
年
）
に
収
録
さ
れ
た
翻
刻
に
よ
る
。

（
24
）	

栗
山
は
「
川
合
氏
字
説
」（『
栗
山
文
集
』
巻
一
所
収
）
で
「
姫
路

城
酒
井
侯
老
川
合
大
夫
、
其
人
敏
而
其
所
學
也
儼
然
、
關
西
名
大

夫
也
。
祇
藩
役
來
都
相
從
游
者
數
月
、謂
邦
彥
曰
…
…
」
と
述
べ
、

道
臣
を
評
価
し
て
い
る
。

（
25
）	

前
掲
『
姫
路
市
史
』、
六
七
八
頁
。

（
26
）	

穂
積
勝
次
郎
『
姫
路
藩
の
藩
老　

河
合
寸
翁
伝
』
著
者
、
一
九
七

二
年
、
一
四
一
頁
。

（
27
）	

そ
の
他
、
書
物
の
蒐
集
家
と
い
う
面
か
ら
見
る
と
、『
経
籍
訪
古

志
』（『
解
題
叢
書
』
国
書
刊
行
会
、一
九
一
六
所
収
本
に
拠
っ
た
）

で
は
宋
槧
小
字
本
「
晋
書
」
お
よ
び
宋
板
「
寒
山
子
詩
集
」（
現

在
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
）が
姫
路
河
合
の
所
蔵
と
さ
れ
る
。
ま
た
、

南
宋
槧
本
「
增
廣
校
正
和
劑
局
方
」（
聿
修
堂
旧
蔵
）
の
項
に
引

用
す
る
多
紀
元
胤
の
跋
文
で
は
「
乙
丑
（
一
八
〇
五
）
孟
冬
姫
路

大
夫
川
合
元
昇
〈
鼎
〉、
購
茲
本
於
西
京
書
坊
」
と
あ
り
、
河
合

道
臣
が
こ
の
よ
う
な
貴
重
書
を
蒐
集
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

道
臣
は
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
か
ら
諱
を
「
鼎
」「
元
鼎
」
と

称
し
た
。

（
28
）	

酒
井
家
の
家
老
・
河
合
家
は
元
々
河
合
姓
だ
っ
た
が
、
宗
次
（
？

─

一
六
六
二
）
の
時
代
よ
り
川
合
姓
を
用
い
る
よ
う
に
な
り
、
文

化
七
年
（
一
八
一
〇
）
に
道
臣
が
ま
た
河
合
と
改
め
た
（
穂
積
前

掲
書
、
二
〇
五
─

二
一
三
、
二
三
九
頁
）。

（
29
）	

慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

（
Ａ
二
七
一
Ｂ
）
に
拠
っ
た
。

（
30
）	

白
雲
上
人
に
つ
い
て
は
一
戸
氏
が
松
平
定
信
編
『
集
古
十
帖
』
編

纂
に
尽
力
し
た
画
僧
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。ま
た
、

一
戸
氏
は
橋
本
経
亮
『
寛
政
十
二
年
詠
草
』
に
文
館
詞
林
に
触
れ

て
「
く
は
し
く
白
雲
に
あ
た
へ
し
考
に
し
る
せ
り
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
、経
亮
の
「
文
館
詞
林
之
事
」
と
は
こ
の
時
の
考
証
で
あ
り
、

白
雲
は
こ
れ
を
添
え
て
定
信
に
巻
五
〇
七
・
六
六
二
残
簡
を
上
呈

し
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
（
一
戸
・
矢
島
前
掲
解
題
）。

（
31
）	
佐
川
庄
司
「
画
僧
白
雲
伝
記
点
描
―
展
示
概
説
に
か
え
て
」（
白

河
市
歴
史
民
俗
資
料
館
編
『
定
信
と
画
僧
白
雲
―
集
古
十
種
の
旅

と
風
景
』
編
者
、
一
九
九
八
）。
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（
32
）	

一
戸
・
矢
島
前
掲
解
題
。

（
33
）	
一
戸
氏
は
橋
本
経
亮
の
自
筆
雑
筆
『
香
果
抜
粋
』（
慶
應
義
塾
図

書
館
一
三
三
Ｘ
＠
一
六
〇
＠
一
七
四
＠
三
）
の
寛
政
十
二
年
六
月

の
記
事
に
巻
六
六
八
に
関
し
て
『
古
籍
鑑
定
書
目
』
と
似
た
文
言

の
記
述
が
あ
る
の
は
、
経
亮
と
佐
々
木
春
行
は
同
一
の
情
報
に
接

し
た
た
め
で
あ
り
、
そ
れ
が
狩
谷
棭
斎
で
あ
っ
た
と
想
定
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
棭
齊
が
狩
谷
氏
の
家
名
を
相
続
し
た
の
が
寛
政
十

一
年
十
二
月
で
あ
り
、時
期
的
に
も
符
合
す
る
と
述
べ
る
（
一
戸
・

矢
島
前
掲
解
題
）。
と
す
る
と
、『
古
籍
鑑
定
書
目
』
の
識
語
が
書

か
れ
た
の
も
こ
の
時
期
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
か
。

（
34
）	

慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
編
『
慶
應
義
塾
大
学
附
属

研
究
所
斯
道
文
庫　

貴
重
書
蒐
選
』（
編
者
、
一
九
九
七
、
解
題

一
三
五
頁
）。

（
35
）	

香
果
遺
珍
本
の
巻
一
五
八
・
四
五
五
首
の
模
抄
蒐
集
に
つ
い
て
、

一
戸
氏
は
「
文
館
詞
林
之
事
」
で
経
亮
が
両
巻
に
つ
い
て
触
れ
て

い
な
い
こ
と
、
巻
五
〇
七
・
六
六
二
の
模
抄
と
巻
一
五
八
・
四
五

五
首
の
模
抄
と
で
は
筆
跡
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
入
手
の
経
緯
が

異
な
り
、
経
亮
は
ま
ず
は
巻
五
〇
七
・
六
六
二
の
模
抄
を
入
手
し
、

寛
政
十
二
年
十
月
以
降
に
巻
一
五
八
・
五
四
四
首
の
模
抄
を
入
手

し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
だ
と
い
う
（
一
戸
・
矢
島
前
掲
解
題
）。

（
36
）	

尾
崎
前
掲
論
文
。

（
37
）	

吉
田
家
聆
濤
閣
の
蒐
集
は
、
道
可
（
一
七
三
四
─

一
八
〇
二
）・

粛
（
一
七
六
八
─

一
八
三
二
）・
敏
（
一
八
〇
二
─

六
九
）
三
代

に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
古
文
書
の
蒐
集
は
大
部
分
が
道
可
の
と

き
に
行
わ
れ
、
粛
が
補
い
、
敏
が
整
理
し
た
と
さ
れ
る
（
正
木
直

彦
「
聆
濤
閣
古
文
書
と
集
古
帖
」『
美
術
研
究
』
第
四
号
、
一
九

三
二
）。
道
可
の
最
晩
年
あ
る
い
は
粛
の
蒐
集
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
か
。
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【図】大喜多家所蔵『文館詞林』模抄本（斯道文庫所蔵マイクロフィルム：Ａ九〇七Ｂ）
第一冊首
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